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第
１
４
６
回
鶴
見
大
学
図
書
館
貴
重
書
展 

「
川
端
康
成
・
交
友
と
国
際
化
の
一
端
」 

 

ご
あ
い
さ
つ 

  

川
端
康
成
（
明
治
三
十
二
〔
一
八
九
九
〕
年
～
昭
和
四
十
七
〔
一
九
七
二
〕
年
）
は
寡
黙
で
も
の
静
か
な
人

と
な
り
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、
友
人
そ
の
他
文
壇
の
人
々
か
ら
の
信
頼
が
篤
か
っ
た
。
伊
豆
湯
ヶ

島
、
大
森
、
軽
井
沢
、
鎌
倉
な
ど
、
川
端
の
居
住
し
た
土
地
は
い
つ
も
文
学
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。 

 

今
回
は
、
そ
う
し
た
川
端
康
成
の
交
友
関
係
の
一
端
を
詳
し
く
知
る
こ
と
の
で
き
る
未
公
開
書
簡
な
ど
を
展

示
し
た
。 

 

川
端
康
成
は
、
菊
池
寛
が
大
正
十
二
年
一
月
に
創
刊
し
た
「
文
芸
春
秋
」
に
当
初
か
ら
関
わ
り
、
文
芸
春
秋

社
と
は
生
涯
深
い
関
係
に
あ
っ
た
。
展
示
の
中
河
与
一
宛
書
簡
は
、
「
文
芸
春
秋
」
「
オ
ー
ル
読
物
」
の
編
集

長
を
務
め
た
菅
忠
雄
へ
の
見
舞
金
を
取
り
ま
と
め
る
川
端
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。
気
配
り
の
行
き
届
い
た
文
面

で
あ
る
。 

 

戦
後
ま
も
な
く
の
昭
和
二
十
三
年
、
川
端
は
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
し
、
昭
和
四
十
年
ま
で
十
八
年

間
会
長
職
を
務
め
た
。
そ
の
間
の
最
も
重
要
な
出
来
事
は
、
昭
和
三
十
二
年
九
月
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の
国
際
ペ

ン
ク
ラ
ブ
大
会
が
東
京
・
京
都
で
開
催
さ
れ
、
外
国
代
表
一
七
一
名
、
日
本
ペ
ン
会
員
二
〇
八
名
が
参
加
し
て

非
常
な
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
十
二
年
の
川
端
の
渡
欧
は
そ
の
準
備
の
た
め
で
あ
っ
た
。 

展
示
資
料
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
滞
在
時
の
算
段
を
『
千
羽
鶴
』
を
独
訳
し
た
八
代
佐
地
子
が
精
力
的
に
行
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
八
代
は
川
端
作
品
を
い
ち
早
く
翻
訳
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
。
東
山
魁
夷
、
シ
ン

チ
ン
ガ
ー
、
ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
な
ど
、
川
端
の
多
彩
な
交
友
関
係
が
う
か
が
え
る
。 

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
昭
和
二
十
八
年
日
本
文
学
翻
訳
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
日
本
文
学
を
世
界
に
紹
介
す
る

活
動
に
も
努
め
た
。
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
昭
和
四
十
三
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
の
受
賞
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。 

 

な
お
、
本
企
画
に
際
し
て
は
、
文
学
部
・
冨
岡
悦
子
教
授
、
高
田
信
敬
教
授
、
短
期
大
学
部
・
山
田
吉
郎
教

授
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

文
学
部
日
本
文
学
科
教
授 

片
山 

倫
太
郎 
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展
示
書
目 

 

⒈ 

八
代
佐
地
子
宛 

川
端
康
成
書
簡 

昭
和
３
０
年
［
１
９
５
５
］
５
月
８
日 

⒉ 

複
写
展
示 

川
端
康
成
宛 

東
山
魁
夷
書
簡 

昭
和
３
０
年
［
１
９
５
５
］
６
月
２
２
日 

 

出
典
：
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷
：
響
き
あ
う
美
の
世
界
』
求
龍
堂 

平
成
１
８
年 

１
６-

２
１
頁 

 

⒊ 

複
写
展
示 

川
端
康
成
宛 
東
山
魁
夷
書
簡 

昭
和
３
１
年
［
１
９
５
６
］
６
月
２
４
日 

 

出
典
：
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷
：
響
き
あ
う
美
の
世
界
』
求
龍
堂 

平
成
１
８
年 

１
６-

２
１
頁 

 

⒋ 

八
代
佐
地
子
宛 

川
端
康
成
書
簡 

昭
和
３
１
年
［
１
９
５
６
］
７
月
１
日 

⒌ 

複
写
展
示 

川
端
康
成
宛 

東
山
魁
夷
書
簡 
昭
和
３
１
年
［
１
９
５
７
］
７
月
４
日 

 

出
典
：
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷
：
響
き
あ
う
美
の
世
界
』
求
龍
堂 

平
成
１
８
年 

１
６-

２
１
頁 

 

⒍ 

複
写
展
示 

川
端
康
成
宛 

東
山
魁
夷
書
簡 

昭
和
３
２
年
［
１
９
５
８
］
１
月
２
３
日 

 

出
典
：
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷
：
響
き
あ
う
美
の
世
界
』
求
龍
堂 

平
成
１
８
年 

１
６-

２
１
頁 

 

⒎ 

川
端
康
成
宛 

八
代
佐
知
子
書
簡
下
書
き 

昭
和
３
２
年
３
月
上
旬 

⒏ 

八
代
佐
地
子
宛 

川
端
康
成
書
簡 

昭
和
３
２
年
［
１
９
５
７
］
３
月
２
０
日 

⒐ 

川
端
康
成
宛 

八
代
佐
知
子
書
簡
下
書
き 

昭
和
３
２
年
３
月
下
旬 

⒑ 

八
代
佐
地
子
宛 

川
端
康
成
書
簡 

昭
和
３
３
年
［
１
９
５
８
］
８
月
１
２
日 

⒒ 

『
千
羽
鶴
』
ド
イ
ツ
語
翻
訳
版 

川
端
康
成
著 

八
代
佐
地
子
訳 

カ
ー
ル
ハ
ン
ザ
―
社 
１
９
５
６
年 

⒓ 

八
代
佐
知
子 

ド
イ
ツ
語
資
料 

１
９
５
６
～
１
９
５
７
年 

⒔ 

『
雪
国
』 

川
端
康
成
著 

新
潮
社 

１
９
５
６
年 

⒕ 

『
雪
国
』 

ド
イ
ツ
語
翻
訳
版 

川
端
康
成
著 

オ
ス
カ
ー
・
ベ
ン
ル
訳 

ハ
ン
ザ
―
社 

１
９
５
７
年 

⒖ 

中
河
與
一
宛 

川
端
康
成
書
簡 

昭
和
１
２
年
［
１
９
３
７
］
５
月
１
５
日 

参
考 

 

複
写
展
示
『
川
端
康
成
全
集
』
第
２
４
巻 

新
潮
社 

昭
和
５
７
年 

５
０
８-

５
０
９
、
６
３
８-

６
３
９
頁 

複
写
展
示
『
川
端
康
成
全
集
』
補
巻
２ 

新
潮
社 

昭
和
５
９
年 

８
８-

８
９
、
２
５
６-

２
５
７
頁 

『
定
本
図
録
川
端
康
成
』 

世
界
文
化
社 

昭
和
４
８
年 
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八
代
佐
地
子
関
連
資
料
解
説 

 

八
代
佐
地
子
（
や
つ
し
ろ 

さ
ち
こ
）
は
、
川
端
康
成
『
千
羽
鶴
』
（
昭
和
二
十
七
〔
一
九
五
二
〕
年
十
月
、

筑
摩
書
房
刊
）
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
、
ド
イ
ツ
・
カ
ー
ル
ハ
ン
ザ
ー
社
か
ら
昭
和
三
十
一
〔
一
九
五
六
〕
年

に
出
版
し
た
。 

展
示
の
同
書
に
は
、
東
山
魁
夷
に
よ
る
挿
絵
が
三
枚
あ
り
、
巻
末
に
はRober

t Sc
hi
nzinger

（
ロ
バ
ー
ト 

シ

ン
チ
ン
ガ
ー
）
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

八
代
佐
地
子
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
目
録
に
よ
れ
ば
、

他
に
、
三
島
由
紀
夫
『
宴
の
あ
と
』
『
午
後
の
曳
航
』
、
谷
崎
潤
一
郎
『
細
雪
』
を
独
訳
し
、
出
版
し
て
い
る
。 

た
だ
、
東
山
魁
夷
の
川
端
宛
書
簡
（
昭
和
三
十
年
六
月
二
十
二
日
）
に
は
、
「
又
友
人
の
奥
さ
ん
が
御
著
「
千

羽
鶴
」
を
独
訳
し
、
そ
の
出
版
に
つ
き
挿
絵
を
依
頼
さ
れ
て
居
り
ま
す
の
で
、
目
下
、
構
図
を
考
へ
て
居
り
ま

す
。
」
と
あ
り
、
東
山
魁
夷
の
友
人
の
妻
で
あ
っ
た
こ
と
は
分
か
る
。 

  
 

川
端
康
成
と
八
代
佐
地
子
・
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
関
連
略
年
譜 

 

昭
和
二
十
三
年
六
月 

川
端
康
成
は
志
賀
直
哉
の
後
任
と
し
て
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
第
四
代
会
長
に
就
任
し
た
。

（
昭
和
四
十
年
十
月
ま
で
在
任
）
。
（
『
川
端
康
成
全
集 

第
三
十
五
巻
』
所
収
の
「
年
譜
・
川
端
香
男
里
編
」

よ
り
。
以
下
「
年
譜
」
） 

昭
和
二
十
五
年
四
月 

広
島
で
「
平
和
宣
言
」
を
読
み
、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
に
際

し
て
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
名
で
同
情
電
報
を
打
っ
た
。
（
「
年
譜
」
） 

昭
和
三
十
年
五
月
八
日
付 

川
端
康
成
書
簡
（
八
代
佐
地
子
宛
）
【
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
・
展
示
資
料
】 

『
千
羽
鶴
』
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
て
出
版
し
た
い
と
い
う
八
代
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
返
信
。 

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
二
日
付 

東
山
魁
夷
書
簡
（
川
端
康
成
宛
）
【
コ
ピ
ー
展
示
】 

「
友
人
の
奥
さ
ん
が
御
著
「
千
羽
鶴
」
を
独
訳
し
、
そ
の
出
版
に
つ
き
挿
絵
を
依
頼
さ
れ
て
居
り
ま
す
の
で
、

目
下
、
構
図
を
考
へ
て
居
り
ま
す
。
」
と
あ
る
。
（
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷 

響
き
あ
う
美
の
世
界
』
川

端
香
男
里
、
東
山
す
み
監
修
、
二
〇
〇
六
年
九
月
、
求
龍
堂
。
以
下
『
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷 

響
き
あ

う
美
の
世
界
』
） 

昭
和
三
十
一
年
六
月
二
十
四
日
付 

川
端
康
成
書
簡
（
東
山
魁
夷
宛
）
【
コ
ピ
ー
展
示
】 
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「
八
代
さ
ん
御
夫
妻
、
シ
ン
チ
ン
ガ
ア
先
生
な
ど
鎌
倉
に
お
招
き
い
た
し
た
く
、
そ
の
日
ご
都
合
よ
ろ
し
け
れ

ば
、
奥
様
と
御
光
来
い
た
だ
け
る
と
大
変
幸
せ
で
す
。
」
と
あ
る
。
（
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷 

響
き
あ
う

美
の
世
界
』
） 

昭
和
三
十
一
年
七
月
一
日
付 

川
端
康
成
書
簡
（
八
代
佐
地
子
宛
）
【
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
・
展
示
資
料
】 

八
日
の
来
宅
を
了
承
す
る
内
容
。
書
簡
中
に
「
東
山
さ
ん
へ
も
私
只
今
お
招
き
書
き
ま
し
た
」
と
あ
り
、
東
山

魁
夷
に
も
手
紙
を
書
き
、
招
待
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

昭
和
三
十
一
年
七
月
四
日
付 

東
山
魁
夷
書
簡
（
川
端
康
成
宛
）
【
コ
ピ
ー
展
示
】 

「
こ
の
度
は
お
招
き
戴
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
日
は
お
言
葉
に
甘
へ
ま
し
て
、
家
内
と
共
に

参
上
さ
せ
て
戴
き
た
く
存
じ
ま
す
。
」
と
あ
る
。
（
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷 

響
き
あ
う
美
の
世
界
』
） 

昭
和
三
十
二
年
一
月
二
十
三
日
付 

川
端
康
成
書
簡
（
東
山
魁
夷
宛
）
【
コ
ピ
ー
展
示
】 

「
上
智
大
学
の
ロ
オ
ゲ
ン
ド
ル
フ
先
生
が
ド
イ
ツ
よ
り
帰
ら
れ
て
ペ
ン
例
会
に
出
席
さ
れ
、
八
代
さ
ん
の
独
文

は
ド
イ
ツ
で
好
評
の
由
、
聞
、
先
生
も
こ
の
よ
う
に
美
し
い
独
文
を
書
く
夫
人
と
会
ひ
た
い
と
の
事
で
私
も
よ

ろ
こ
ん
で
居
り
ま
す
。
」
と
あ
る
。
（
『
川
端
康
成
と
東
山
魁
夷 

響
き
あ
う
美
の
世
界
』
） 

昭
和
三
十
二
年
三
月
上
旬
頃
と
推
定
さ
れ
る 

八
代
佐
知
子
書
簡
下
書
き
（
川
端
康
成
宛
）
【
鶴
見
大
学
図
書
館

蔵
・
展
示
資
料
】 

「
先
生
や
ロ
ツ
ゲ
ン
ド
ル
フ
様
に
色
色
と
お
話
を
う
か
ゞ
い
本
当
に
た
の
し
い
一
夜
で
ご
ざ
ゐ
ま
し
た
。
」
と

あ
り
、
八
代
は
ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
と
と
も
に
鎌
倉
の
川
端
邸
に
招
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
前
項
の
書
簡
、
お
よ

び
、
内
容
が
川
端
の
渡
欧
直
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
月
上
旬
頃
の
書
簡
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

昭
和
三
十
二
年
三
月
二
十
日
付 

川
端
康
成
書
簡
（
八
代
佐
地
子
宛
）
【
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
・
展
示
資
料
】 

渡
欧
出
発
直
前
の
書
簡
で
あ
る
。
「
ヘ
ツ
セ
やJünger

も
訪
ね
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
カ
ア
ル
ハ
ン
ザ
ア
に
は

是
非
参
り
ま
す
」
と
あ
る
。 

昭
和
三
十
二
年
三
月
、
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
執
行
委
員
会
出
席
の
た
め
松
岡
洋
子
と
と
も
に
渡
欧
し
た
。
（
「
年

譜
」
）
羽
田
出
発
は
二
十
二
日
。
（
『
川
端
康
成
詳
細
年
譜
』
小
谷
野
敦
・
深
澤
晴
美
編
、
二
〇
一
六
・
八
、

勉
誠
出
版
。
以
下
『
詳
細
年
譜
』
）
ま
た
、
併
せ
て
東
京
大
会
へ
の
出
席
要
請
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

ジ
ア
の
各
国
を
訪
問
し
、
五
月
に
帰
国
し
た
。
（
「
年
譜
」
） 

昭
和
三
十
二
年
三
月
下
旬 

八
代
佐
知
子
書
簡
下
書
き
（
川
端
康
成
宛
）
【
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
・
展
示
資
料
】 

内
容
か
ら
、
川
端
の
渡
欧
出
発
直
後
の
執
筆
と
認
め
ら
れ
る
。 

昭
和
三
十
二
年
四
月
十
五
日 

夜
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
到
着
。
翌
十
六
日
、
カ
ー
ル
ハ
ン
ザ
ー
社
を
訪
れ
、
社
長

と
会
食
。
そ
の
後
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
旧
居
を
訪
ね
た
。
な
お
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
と
は
会
え
な
か
っ

た
が
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
と
は
会
談
で
き
た
。
（
『
詳
細
年
譜
』
） 
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昭
和
三
十
二
年
四
月
十
八
日 

ロ
ン
ド
ン
の
国
際
執
行
委
員
会
に
松
岡
洋
子
と
出
席
。
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
大
会

の
東
京
招
致
を
正
式
に
提
案
、
満
場
一
致
で
賛
成
を
得
た
。
（
『
詳
細
年
譜
』
） 

昭
和
三
十
二
年
九
月
二
日 

第
二
十
九
回
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
東
京
大
会
を
開
会
。
八
日
、
京
都
で
の
閉
会
式
ま

で
主
催
国
会
長
の
大
役
を
務
め
た
。
（
「
年
譜
」
） 

昭
和
三
十
三
年
二
月 

国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。 

昭
和
三
十
三
年
八
月
十
二
日
付 
川
端
康
成
書
簡
（
八
代
佐
地
子
宛
）
【
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
・
展
示
資
料
】 

『
山
の
音
』
の
独
訳
な
ど
に
つ
い
て
往
復
書
簡
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
結
局
、
八
代
佐
地
子
、Oscar Be

nl

（
オ
ス
カ
ー 

ベ
ン
ル
）
は
と
も
に
『
山
の
音
』
を
独
訳
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、Oscar Benl

の
川
端
作
品

の
独
訳
は
多
く
、
『
伊
豆
の
踊
子
』
『
再
婚
者
』
『
十
六
歳
の
日
記
』
『
舞
姫
』
『
雪
国
』
な
ど
が
あ
る
。
展

示
のSchneeland

（
一
九
五
七
、
カ
ー
ル
ハ
ン
ザ
ー
社
）
は
、Oscar Benl

よ
る
『
雪
国
』
の
独
訳
で
あ
る
。 

昭
和
三
十
四
年
五
月 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
第
三
十
回
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
大
会
で
、
ゲ
ー
テ
・
メ
ダ
ル
を
贈
ら

れ
た
。
（
「
年
譜
」
） 

昭
和
三
十
五
年
五
月 

米
国
務
省
の
招
聘
に
よ
り
渡
米
。
つ
づ
け
て
七
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開
催

の
第
三
十
一
回
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
大
会
に
ゲ
ス
ト
・
オ
ブ
・
オ
ナ
ー
と
し
て
出
席
、
八
月
に
帰
国
し
た
。（
「
年

譜
」
） 

昭
和
三
十
九
年
六
月 

オ
ス
ロ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
二
回
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
ゲ
ス
ト
・
オ
ブ
・
オ
ナ
ー

と
し
て
出
席
、
帰
途
、
欧
州
各
国
を
廻
っ
て
八
月
帰
国
し
た
。
（
「
年
譜
」
） 

昭
和
四
十
年
十
月 

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
を
辞
任
。
十
八
年
務
め
た
。
十
一
月
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
創
立
三

十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
席
上
、
後
任
の
芹
沢
光
治
良
会
長
そ
の
他
か
ら
ね
ぎ
ら
い
を
受
け
た
。（
「
年

譜
」
） 

昭
和
四
十
一
年
四
月 

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
の
席
上
、
多
年
の
功
績
に
対
し
て
、
高
田
博
厚
制
作
の
胸
像
が

送
ら
れ
た
。
（
「
年
譜
」
） 

昭
和
四
十
三
年
十
一
月 

前
月
十
七
日
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
決
定
を
受
け
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
の
受
賞
記

念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。
（
「
年
譜
」
） 

昭
和
四
十
五
年
六
月 

台
北
で
開
催
の
ア
ジ
ア
作
家
会
議
へ
出
席
し
講
演
。
つ
づ
い
て
六
月
二
十
九
日
か
ら
七

月
三
日
ま
で
ソ
ウ
ル
で
開
催
の
第
三
十
八
回
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
大
会
に
ゲ
ス
ト
・
オ
ブ
・
オ
ナ
ー
と
し
て
出

席
、
祝
辞
を
述
べ
た
。
（
「
年
譜
」
） 

   



6 

 


 

注 

 

東
山 

魁
夷
（
ひ
が
し
や
ま 

か
い
い
）
一
九
〇
八
～
一
九
九
九 

日
本
画
家
。
一
九
三
一
年
東
京
美
術
学
校
卒
業
。
三
三
～
三
五
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
修

了
し
た
。
四
七
年
『
残
照
』
が
日
展
で
特
選
。
幻
想
的
で
清
純
な
詩
情
の
作
風
で
あ
る
。
五
六
年
日
本
芸
術

院
賞
受
賞
、
六
五
年
芸
術
院
会
員
。
六
八
年
新
宮
殿
壁
画
『
朝
明
け
の
潮
』
を
制
作
。
六
九
年
毎
日
芸
術
大

賞
受
賞
、
同
年
文
化
勲
章
受
章
。
主
要
な
作
品
に
『
道
』
（
五
〇
）
、
『
光
昏
』
（
五
五
）
、
『
秋
翳
』
（
五

八
）
、
『
白
夜
光
』
（
六
五
）
、
唐
招
提
寺
障
壁
画
（
七
五
、
八
〇
）
な
ど
が
あ
る
。 

 R
o
ber

t
 Schinzin

ger

（
ロ
バ
ー
ト 

シ
ン
チ
ン
ガ
ー
）
一
八
九
八
～
一
九
八
八 

ド
イ
ツ
の
哲
学
者 

元
学
習
院
大
学
教
授
、
元
東
京
大
学
教
授
。
戦
前
に
来
日
し
た
後
、
京
都
大
学
、
学
習
院

大
学
、
東
京
大
学
教
授
を
歴
任
し
、
日
本
に
実
存
主
義
哲
学
を
紹
介
し
た
。
四
七
年
に
は
西
田
幾
太
郎
の
『
叡

智
的
世
界
』
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
。
四
六
年
、
西
ド
イ
ツ
か
ら
「
功
労
十
字
章
」
を
受
け
た
。 

 J
o
sep

h Roggendo
rf

（
ジ
ョ
セ
フ 

ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
）
一
九
〇
八
～
一
九
八
二 

ド
イ
ツ
の
文
学
研
究
者
。
元
上
智
大
学
教
授
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
に
な
る
た
め
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
。

一
九
三
五
～
三
七
年
日
本
語
修
得
の
た
め
来
日
し
た
。
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
、
上
智
大
学

比
較
文
学
教
授
と
な
る
。
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
」
の
編
集
、
「
ソ
フ
ィ
ア
」
の
創
刊
に
尽
力
し
、

太
平
洋
戦
争
の
空
襲
の
際
は
大
学
の
建
物
を
消
火
活
動
に
よ
っ
て
守
り
通
し
た
。
七
九
年
退
職
。
主
著
に
「
現

代
思
想
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
」
（
五
九
年
）
、
「
日
本
と
私
」
（
七
二
年
）
、
「
異
文
化
の
は
ざ
ま
で
」
（
八

三
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

 E
r
nst

 Jünger

（
エ
ル
ン
ス
ト 

ユ
ン
ガ
ー
）
一
八
九
五
～
一
九
九
八 

ド
イ
ツ
の
小
説
家
、
評
論
家
。
第
一
次
世
界
大
戦
従
軍
の
体
験
に
基
づ
い
た
日
記
文
学
『
鋼
鉄
の
嵐
の
な
か

で
』
（
一
九
二
〇
）
、
『
内
的
体
験
と
し
て
の
戦
争
』
（
二
二
）
、
『
火
と
血
』
（
二
五
）
、
『
総
動
員
』

（
三
一
）
、
『
労
働
者
』
（
三
二
）
な
ど
で
戦
争
と
全
体
主
義
思
想
を
賛
美
し
、
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

開
拓
者
と
み
ら
れ
た
が
、
ナ
チ
ス
を
容
認
せ
ず
、
三
九
年
に
は
神
話
的
幻
想
的
な
形
式
の
反
ナ
チ
ス
小
説
『
大

理
石
の
断
崖
の
上
で
』
を
書
い
た
。
八
二
年
ゲ
ー
テ
賞
受
賞
。 
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H
a
ns 

Egon Holth
usen

（
ハ
ン
ス 

エ
ゴ
ン 

ホ
ル
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
）
一
九
一
三
～
一
九
九
七  

ド
イ
ツ
の
詩
人
、
批
評
家
、
随
筆
家
。
第
二
次
大
戦
に
従
軍
、
四
五
年
ナ
チ
ズ
ム
支
配
に
反
抗
し
「
自
由
行

動
バ
イ
エ
ル
ン
」
に
参
加
し
た
。
六
一
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し
文
筆
活
動
に
専
念
、
カ
ト
リ
ッ
ク
実
存

主
義
の
立
場
で
戦
争
体
験
を
歌
っ
た
「
こ
こ
で
、
こ
の
時
に
」
（
四
九
年
）
、
「
迷
路
の
年
月
」
（
五
二
年
）

を
発
表
し
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
評
論
に
「
超
越
な
き
世
界
」
（
四
九
年
）
、
「
晩
年
の
リ
ル
ケ
」
（
四

九
年
）
、
「
個
人
の
た
め
の
弁
護
」
（
六
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

 H
e
rma

nn Hesset

（
ヘ
ル
マ
ン 

ヘ
ッ
セ
）
一
八
七
七
～
一
九
六
二 

ド
イ
ツ
の
詩
人
、
小
説
家
。
若
き
日
は
詩
作
に
励
ん
だ
が
、
一
九
〇
〇
年
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
に
移
っ
て
か

ら
は
小
説
を
書
き
は
じ
め
た
。
〇
四
年
『
ペ
ー
タ
ー
・
カ
ー
メ
ン
チ
ン
ト
』
で
成
功
を
収
め
、
〇
六
年
に
は

代
表
作
『
車
輪
の
下
』
を
出
版
し
た
。
二
三
年
に
は
ス
イ
ス
国
籍
を
得
た
。
主
著
に
『
デ
ミ
ア
ン
』
（
一
九
）
、

『
荒
野
の
狼
』
（
二
七
）
、
『
ガ
ラ
ス
玉
演
戯
』
（
四
三
）
な
ど
。
四
六
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
。 

 E
r
ich

 Kästner

（
エ
ー
リ
ッ
ヒ 

ケ
ス
ト
ナ
ー
）
一
八
九
九
～
一
九
七
四 

ド
イ
ツ
の
詩
人
、
小
説
家
。
第
一
次
大
戦
後
、
詩
作
や
評
論
に
活
躍
し
、
一
九
二
七
年
、
時
代
を
風
刺
す
る

抒
情
詩
集
『
腰
の
上
の
心
臓
』
で
認
め
ら
れ
た
。
少
年
小
説
も
著
し
、
『
エ
ー
ミ
ー
ル
と
探
偵
た
ち
』
（
二

九
）
、
『
飛
ぶ
教
室
』
（
三
三
）
な
ど
が
あ
る
。
小
説
『
フ
ァ
ー
ビ
ア
ン
』
（
三
三
）
と
詩
集
が
ナ
チ
ス
の

弾
圧
で
焼
か
れ
、
国
内
で
の
出
版
活
動
も
禁
止
さ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
再
び
風
刺
詩
や
少
年
小
説
に
活

躍
し
た
。
西
ド
イ
ツ
・
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
を
長
期
間
つ
と
め
た
。
戦
後
の
作
品
に
は
、
詩
集
『
日
日
の
雑
録
』

（
四
八
）
、
児
童
向
け
の
『
二
人
の
ロ
ッ
テ
』
（
四
九
）
な
ど
が
あ
る
。  
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昭
和
十
二
年
五
月
十
五
日
付
川
端
康
成
書
簡
（
中
河
与
一
宛
）
解
説 

  

中
河
与
一
（
な
か
が
わ 
よ
い
ち
） 

 

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
二
月
二
八
日
～
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
十
二
月
十
二
日  

小
説
家
。
東
京
（
戸
籍
上
は
香
川
県
）
生
。
早
稲
田
大
学
英
文
科
中
退
。
川
端
康
成
、
横
光
利
一
等
と
共
に
、

雑
誌
「
文
芸
時
代
」
の
創
刊
（
大
正
十
三
・
十
）
に
参
加
。
新
感
覚
派
と
し
て
活
躍
し
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義

の
評
論
を
書
い
た
。
戦
時
下
は
民
族
主
義
に
傾
い
た
。
川
端
康
成
と
は
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
交
際
が
続
い

た
。
『
刺
繍
せ
ら
れ
た
野
菜
』
（
大
正
十
三
）
、
『
形
式
主
義
芸
術
論
』
（
昭
和
五
）
、
『
愛
恋
無
限
』
（
昭

和
十
～
十
一
）
等
。
代
表
作
『
天
の
夕
顔
』
（
昭
和
十
三
）
は
各
国
語
訳
さ
れ
、
西
欧
諸
国
で
も
高
い
評
価

を
得
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
か
ら
激
賞
さ
れ
た
。 

 

菅
忠
雄
（
す
が 

た
だ
お
） 

明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
二
月
五
日
～
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
七
月
九
日 

小
説
家
、
編
集
者
。
東
京
生
。
上
智
大
学
中
退
。
「
文
芸
春
秋
」
「
オ
ー
ル
読
物
」
の
編
集
長
を
務
め
た
。

父
・
虎
雄
は
一
高
ド
イ
ツ
語
教
授
で
、
夏
目
漱
石
と
親
し
か
っ
た
。
父
を
通
し
て
芥
川
龍
之
介
、
久
米
正
雄
、

菊
池
寛
を
知
り
、
文
芸
春
秋
社
に
入
社
し
た
（
大
正
十
三
）
。
川
端
康
成
、
横
光
利
一
等
と
共
に
、
雑
誌
「
文

芸
時
代
」
の
創
刊
（
大
正
十
三
・
十
）
に
参
加
、
創
刊
号
に
『
銅
鑼
』
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
後
は
寡
作
で
、

主
に
編
集
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
昭
和
十
一
年
以
降
、
結
核
で
病
臥
し
た
。 

な
お
、
川
端
康
成
の
妻
・
秀
子
夫
人
は
、
菅
忠
雄
夫
妻
の
家
で
手
伝
い
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ

で
川
端
と
知
り
合
っ
た
（
大
正
十
四
年
五
月
頃
）
。
そ
の
翌
年
に
は
、
留
守
宅
と
な
っ
て
い
た
菅
宅
で
生
活

を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

  

書
簡
は
、
菅
忠
雄
へ
の
見
舞
金
を
取
り
ま
と
め
る
役
に
あ
っ
た
川
端
康
成
が
、
中
河
与
一
に
宛
て
た
礼
状
で
あ

る
。 書

中
の
「
十
一
谷
君
」
は
、
十
一
谷
義
三
郎
（
じ
ゅ
う
い
ち
や 

ぎ
さ
ぶ
ろ
う 

明
治
三
十
〔
一
八
九
七
〕
・

十
・
十
四
～
昭
和
十
二
〔
一
九
三
七
〕
・
四
・
二
）
の
こ
と
。
や
は
り
、
「
文
芸
時
代
」
の
創
刊
（
大
正
十
三
・

十
）
に
参
加
し
た
小
説
家
で
、
代
表
作
に
『
唐
人
お
吉
―
ら
し
や
め
ん
創
生
記
―
』
（
昭
和
四
）
な
ど
が
あ
る
。

十
一
谷
は
前
月
の
四
月
二
日
に
結
核
で
死
去
し
た
。 
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「
無
限
抱
擁
」
は
、
小
説
家
・
瀧
井
孝
作
（
た
き
い 

こ
う
さ
く 

明
治
二
七
〔
一
八
九
四
〕
・
四
・
四
～
昭

和
五
九
〔
一
九
八
四
〕
・
十
一
・
二
十
一
）
の
代
表
作
。
昭
和
二
年
刊
。
書
中
の
言
及
は
、
「
読
売
新
聞
」
（
昭

和
十
・
十
・
二
十
一
朝
刊
）
に
発
表
さ
れ
た
川
端
の
『
瀧
井
孝
作
氏
の
「
無
限
抱
擁
」
』
（
コ
ピ
ー
展
示
）
を
指

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
川
端
は
、
「
そ
の
強
靱
な
真
実
は
太
古
の
無
垢
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
作

品
と
並
べ
て
、
虚
飾
の
剥
げ
ぬ
恋
愛
小
説
は
容
易
に
見
つ
か
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
」
と
絶
賛
し
た
。 

書
簡
中
の
『
髭
』
は
、
昭
和
八
年
七
月
「
文
芸
春
秋
」
に
発
表
さ
れ
た
短
編
小
説
。 

「
日
本
短
篇
選
」
の
企
画
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る 
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書
簡
翻
刻 

 

八
代
佐
地
子
宛 
川
端
康
成
書
簡 

 

消
印 

昭
和
３
０
年
５
月
９
日 

東
京
都
大
田
区
山
王
一
丁
目
二
七
一
〇 

八
代
佐
地
子 

様 

鎌
倉
市
長
谷
二
六
四 

川
端
康
成 

五
月
八
日 

 

拝
復 

私
の
千
羽 

鶴
を
御
翻
譯 

下
さ
る
の
は
結
構 

な
の
で
す
が
も
し 

ド
イ
ツ
で
の
出
版
な 

ど
が
捗
ら
ぬ
時
の 

非
常
な
御
迷
惑 

を
か
け
る
事
に
な
り 

ま
す
の
で
お
返
事 

を
た
め
ら
つ
て
居 

り
ま
し
た 

五
月
八
日 

川
端
康
成 

八
代
佐
地
子
様 
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消
印 
昭
和
３
１
年
７
月
２
日 

東
京
都
大
田
区
山
王
一
丁
目
二
七
一
〇 

八
代
佐
地
子 

様 

鎌
倉
市
長
谷
二
六
四 

川
端
康
成 

 

御
返
事
難
有
く 

拝
見
い
た
し
ま
し
た 

八
日
御
待
ち
申
上
げ
ま
す 

三
時
半
か
四
時
ご
ろ 

如
何
で
せ
う
か
東
山
さ
ん 

へ
も
私
只
今
お
招
き 

書
き
ま
し
た
格
別 

お
も
て
な
し
も
あ
り
ま 

せ
ん
の
で
せ
め
て
天 

気
が
よ
け
れ
ば
と
思 

つ
て
居
ま
す 

御
主
人
様
に
よ
ろ
し
く 

お
傳
へ
下
さ
い 

七
月
一
日 

川
端
康
成 

八
代
佐
地
子
様 
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消
印 
昭
和
３
２
年
３
月
２
１
日 

東
京
都
大
田
区
山
王
一
丁
目
二
七
一
〇 

八
代
佐
地
子 

様 

鎌
倉
市
長
谷
二
六
四 

川
端
康
成 

三
月
二
十
日 

 

拝
復 

御
親
切
難
有 

く
存
じ
ま
し
た 

言
葉
が
出
来
な
（
？
）
通
訳 

つ
き
な
の
で
ペ
ン
の
関
係 

用
件
●
以
外
は
余
り 

人
に
会
ひ
ま
せ
ん
つ
も 

り
で
す
が
あ
る
ひ
は
ヘ 

ツ
セ
やJünger

も
訪
ね
る
か 

も
し
れ
ま
せ
ん
カ
ア
ル
ハ
ン
ザ
ア 

に
は
是
非
参
り
ま
す 

三
月
二
十
日 

川
端
康
成 

八
代
佐
地
子
様 

先
夜
は
ま
こ
と
に
難
有
く 

存
じ
ま
し
た 

 

珍
し
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
支 

那
風
の
封
筒
と
紙
文
に
独 

訳
お
添
へ
い
た
だ
け
る
と
さ
い
は
い 

で
す
、
郵
税
千
円
失
礼
な
が
ら 

同
封
い
た
し
ま
し
た 

三
月
二
十
日 

川
端
康
成 

八
代
佐
地
子
様 
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消
印 
昭
和
３
３
年
８
月
１
３
日 

東
京
都
大
田
区
山
王
一
丁
目
二
七
一
〇 

八
代
佐
地
子 
様 

鎌
倉
市
長
谷 

川
端
康
成 

８
月
１
２
日 

 

拝
復 

再
て
あ
り
が
た 

く
存
じ
ま
す 

山
の
音 

も
し
獨
訳
す
る
や
う 

で
し
た
ら
訳
者
と
し 

て
あ
な
た
を
考
へ
て 

く
れ
る
よ
う
ハ
ン
ザ
ア
社 

に
申
し
ま
す
し
か
し 

日
本
文
を
讀
ん
で
み
て 

分
か
る
の
が
も
しOscar Benl

氏 

で
同
氏
が
自
訳
す
る
と 

ハ
ン
ザ
ア
社
に
申
し
出
た
時 

今
は
私
と
し
て
御
否
み
に
く
い 

と
も
思
ひ
ま
す 

山
の
音
に 

限
ら
ず
ま
た
私
の
作
品
と 

限
ら
ず
独
訳
に
適
す
る 

も
の
を
概
説
ま
た
は
一
章 

訳
を
つ
け
て
ハ
ン
ザ
ア
社
に 

お
送
り
下
さ
る
と
い
ふ
や
う 

な
事
も
い
か
ゞ
で
せ
う
か 

一
度
お
目
に
か
ゝ
つ
て
さ
う
い 

ふ
事
も
お
話
い
た
し
た
い 

と
存
じ
ま
す 

残
暑
お
大 

事
に
な
さ
つ
て
く
だ
さ
い
ご
主
人
様 

に
よ
ろ
し
く
お
傳
へ
下 

さ
い
ま
せ 

八
月
十
二
日 

川
端
康
成 

八
代
佐
地
子
様 
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八
代
佐
地
子 

川
端
康
成
宛
書
簡 

下
書
き 

 

こ
の
間
は
お
い
そ
が
し
い
処
わ
ざ
〳
〵
お
招
き
に
あ
づ
か
り
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
ゐ 

ま
し
た
厚
く
〳
〵
御
礼
申
上
げ
ま
す 

先
生
や
ロ
ツ
ゲ
ン
ド
ル
フ
様
に
色 

色
と
お
話
を
う
か
ゞ
い
本
当
に
た
の
し
い
一
夜
で
ご
ざ
ゐ
ま
し
た 

何
何 

先
生
の
（
御
出
発
も
）
い
よ
〳
〵
近
づ
き
何
や
か
と
お
い
そ
が
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。
何
か 

お
手
傳
い
申
上
げ
る
事
が
ご
ざ
ゐ
ま
す
れ
ば
ど
う
ぞ 

御
遠
慮
な
く
お
申
し
つ
け
下
さ
い
ま
せ
。
あ
の
時
一
寸
ヘ
ツ
セ
の
お
話
が
出
ま 

し
た
が
、
若
し
お
会
會
い
に
な
る
御
意
志
が
あ
あ
お
あ
り
に
な
る
の
で
ご
ざ
い
な 

 
 

私
も
よ
く
存
じ
て
お
り
ま
す
方
で
（
こ
の
人
は
ご
存
じ
の
シ
ン
チ
ン
ガ
ー
先
生
の
後
輩
で
す
） 

れ
ば
今
東
京
大
学
●
で
教
え
て
居
れ
る
ド
イ
ツ
人
の
先
生
が
よ
く
知
っ
て
居
ら
れ
●
の
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
寸
お
電
話
で
も
い
た
だ
け
れ
ば
聞
い
て
お
き
ま
す 

ら
し
く
紹
介
状
及
び
住
所
を
い
た
だ
け
る
事
と
思
い
ま
す
。
又
現
在
ド
イ
ツ
の 

エ
ッ
セ
イ
イ
ス
ト
と
し
て
有
名
な
エ
ル
ン
ス
トJünger

に
お
會
い
に
な
る
の
も
大
変
い
ゝ 

事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
人
も
東
洋
及
び
日
本
に
大
変
興
味
を
も
つ
て
ゐ
る 

人
で
ご
さ
ゐ
ま
す
。
ド
イ
ツ
に
行
か
れ
て
色
々
な
作
家
に
お
会
い
に
な
る
場
合
（
カ
ア
ル
ハ
ン
ザ
を
ご
利
用
に
） 

カ
ー
ル
ハ
ン
ザ
ー
に
は
●
私
か
ら
ド
イ
ツ
に
お
い
で
に
な
る
事
を
知
ら
せ
て
お
き
ま 

し
よ
う
。
色
々
な
事
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
の
事
は
し
て
く
れ 

る
事
と
存
じ
ま
す
。 

で
は
よ
い
御
旅
行
を
な
さ
い
ま
す
様
心
か
ら
お
祈
り
申
上
げ
て
下
り
ま
す
。 

末
筆
な
が
ら
御
奥
様
に
も
呉
々
も
よ
ろ
し
く
お
疲
れ
●
が
お
出
に
な
ら
な
い 

様
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。 
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速
達
及
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
さ
る 

お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
先
生
の
お
元
気
●
に
御
出
発
の
お
姿
を 

羽
田
空
港
の
バ
ル
コ
ニ
ー
フ
ィ
ン
ガ
ー
よ
り
拝
見
●
●
さ
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

先
生
に
お
便
り
申
し
上
げ
て
す
ぐ
例
の
先
生
（
ク
ナ
ウ
ス
様
） 

に
電
話
し
、
先
生
が
向
ふ
●
○
ヘ
ツ
セ
へ
の
手
紙
を
お
願
い 

致
し
ま
し
た
が
、
其
の
日
の
内
に
速
達
で
出
し
て
下 

さ
い
ま
し
た
は
ず
な
の
に
、
先
生
の
御
出
発
の 

朝
ま
で
と
ゞ
か
ず
、
大
変
失
九
時
頃
ま
で
待
ち 

ま
し
た
が
来
な
い
の
で
羽
田
ま
で
●
い
そ
い
で
参
り 

ま
し
た
が
、
先
生
に
も
直
接
お
目
に
か
ゝ
れ
ず
本 

当
に
残
念
な
事
を
致
し
ま
し
た
。 

羽
田
よ
り
帰
り
ま
し
た
処
先
生
の
二
つ
の
お
手
紙
、 

二
通
を
受
取
り
ま
し
た
。
カ
ー
ル
ハ
ン
ザ
ー
へ
の
手
紙 

は
早
速
譯
し
て
お
送
り
致
し
ま
し
よ
う
。 

ヘ
ッ
セ
へ
の
紹
介
狀
（
ク
ナ
ウ
ス
●
さ
ん
の
お
言
葉
に 

よ
れ
ば
は
自
分
の
様
な
青
二
才
が
先
生
を
紹
介
申
し
上 

げ
る
の
は
気
が
引
け
る
と
申
さ
れ
て
ま
し
た
が
）
を 

同
封
致
し
ま
す
。Erunst Jünger

はMünchen

に 

又Dr. Egon Holthusen

は
今
日
ド
イ
ツ
の
有
名
な
評
論
家
で
す
。 

こ
の
方
は
た
し
かMünchen

に
お
住
い
と
思
い
ま
す
。
若
し 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
へ
お
い
で
な
れ
ば
以
前
日
本
に
も 

居
ら
れ
、
シ
ン
チ
ン
ガ
ー
先
生
と
も
大
変
親
し
か
っ 

たDr.Diebel Sechel

さ
ん
が
ハ
イ
●
デ
ル
ベ
ル
グ
の
大
学
で 

教
え
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
方
は
日
本
語
も
お
出
来 

に
な
り
ま
す
し
、
日
本
美
術
に
は
大
変
精
通 

し
て
居
ら
れ
る
方
で
す
。
（
私
は
直
接
存
じ
上
げ
て
居 

り
ま
せ
ん
）
●
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
の
案
内
其
の
他
色 

々
と
親
切
に
し
て
下
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

で
は
ど
う
ぞ
よ
い
お
旅
行
を
お
つ
づ
け
に
な
る
様 

お
祈
り
致
し
て
居
り
ま
す
。 

消
印 

昭
和
１
２
年
５
月
１
６
日 

東
京
都
世
田
ヶ
谷
区
祖
師
ヶ
谷
二
丁
目 
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中
河
與
一
宛 

川
端
康
成
書
簡 

 

中
河
與
一 

様 

鎌
倉
市
浄
明
寺
宅
間
ヶ
谷 

川
端
康
成 

 

拝
復
、
お
手
紙
拝
見
、
為
替
拝
受
、
菅
君
見
舞
の
件
に
関
し
て 

ハ
連
日
気
が
か
り
な
ら
、
小
生
例
の
怠
慢
に
て
集
め
る
の
怠
け
、
明
日 

は
と
思
ひ
つ
つ
今
日
に
到
つ
て
居
ま
す
。
先
づ
お
送
り
下
さ
れ
、
こ
れ
に
て
ど
う 

あ
つ
て
も
至
急
他
の
者
も
集
め
、
五
名
百
円
に
し
て
近
々
菅
君
に 

送
●
金
し
ま
す
。
鞭
撻
下
さ
つ
た
様
で
深
謝
の
到
り
で
す
。
菅 

君
は
さ
ほ
ど
悪
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
か
、
慶
應
退
院
後
も
は
か
ば
か 

し
く
な
く
、
時
々
熱
な
ど
出
し
、
数
日
前
仙
台
東
北
帝
大
の
附
属
病
院 

へ
入
院
し
ま
し
た
。
遠
方
の
病
院
で
可
笑
し
い
で
す
が
、
な
ん
で
も
結
核
の
名 

医
が
ゐ
る
と
●
？
の
こ
と
で
す
。
知
人
も
な
い
土
地
で
反
つ
て
よ
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。 

十
一
谷
君
を
見
て
も
不
養
生
の
死
、
出
来
る
だ
け
仰
々
し
く
徹
底
的
に
や
れ 

ば
よ
い
で
せ
う
。
見
舞
金
は
仙
台
の
方
へ
送
り
ま
す
。
家
を
し
め
て
、
奧
さ
ん 

も
行
き
ま
し
た
。
お
互
ひ
に
体
は
大
切
に
し
た
く
御
自
愛
祈
り
ま
す
。 

 

報
知
は
失
敗
で
せ
う
が
、
何
と
か
無
事
に
書
き
続
き
、
二
百
回
ば
か
り
に
致
し
ま
す
。 

信
州
の
随
筆
風
の
小
説
に
手
を
つ
け
毎
月
そ
の
方
面
へ
参
る
心
中
。
秋
に
は
琉
球
を 

書
き
に
旅
行
し
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
を
続
け
、
か
し
で
も
た
り
た
い
と
●
念
じ
な
が
ら
、 

相
変
ら
ず
で
す
。
一
度
鎌
倉
へ
お
遊
び
に
来
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
十
円
会
は
こ
れ 

も
誰
か
が
き
め
て
依
す
と
集
る
の
で
せ
う
が
、
一
つ
勝
手
に
大
兄
や
つ
て
い
た
だ
け 

ま
せ
ん
か
。
暑
く
な
る
ま
で
に
一
度
集
り
た
い
も
の
で
す
。
右
お
禮
と
お
詫
び 

ま
で
。 

 
 
 

五
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
端
康
成 

 
 
 

中
河
與
一 

様 

無
限
抱
擁
に
就
て
は
、
十
雑
誌
の
十
よ
く
と
し
た
誤
評
で
あ
ら
う
か
と
思
ひ 

ま
す
が
、
御
見
せ
す
る
の
も
恥
し
い
次
第
。
日
本
短
篇
選
の
こ
と
に
て
、
御
作
●
髭
そ
の 

他
最
近
拝
読
い
た
し
ま
し
た
が
、
頁
数
の
都
合
で
、
私
達
の
時
代
に
ま
で
及
べ
ま
す
場 

合
は
、
髭
お
●
借
し
願
い
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。 


